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1．はじめに   

韓国は現在脱漢字化しつつあり、韓国語は普段ハングルのみで表記される。よって、「韓  

国人目本譜学習者（以下、ⅩL）」の母語による漢字力は個人差が大きく、漢字圏学習者とは  

言えないほど、漢字力の低い人も少なくない。とはいえ、漢字力の低いKLを非漢字圏学  

習者として扱うわけにもいかない。韓国語は普段ハングルで書かれるものの、日本語と同  

じように漢語が多く存在し、KLが日本語の漢語を習得する際に音として覚えている母語  

の漢語音を利用することは間違いないからである。なかでも、Ⅹ⊥の日本語の漢語の「意味」  

習得における母語の漢語の影響は、安（1999）、小林・李（2001）、邸（2002）などによって既  

に明らかになったことである。しかし、KLの日本語の漢語の「音韻」習得における母語の  

漢語と漢字音の影響はまだ究明されていない。それにつき、アンケートを用いて臥の漢  

字学習ストラテジーを調べた石井（2002）は、KLに韓国語の漢字と日本語の漢字の音を関  

連っけて覚える傾向があることに気づき、どのように関連つけるのかを質的な研究方法を  

通して詳しく調べることを促した。そこで本研究では、KLの日本語の漢語の「音韻」習得  

における母語の漢語と漢字音の影響を明らかにするために、mが未知の日本語の漢語に  

遭遇した際、何を手がかりにどのようなストラテジーを用い、いかなるプロセスを経るか  

を実際の個々の例を通して探索的・解釈的に調べることにした。  

2．方法  

2．1調査方法   

海保（1990）は漢字を読む過程に「形として認識する過程（以下、字形認識）」と「形にオトを  

連合する過程（以下、音韻連合）」があると述べた。漢語を読む過程にも字形認識と音韻連合  

があり、未知語の音韻連合には誤り、ポーズなどが現れると想定できる。よって、日本語  

の文章の音読というタスクをTbink一山oud（以下、m）させ、音韻連合に誤り、ポーズなど  

が現れる箇所についてFomowl岬InteⅣiew（以下、FI）を行うと、未知語における音韻の推  

測仕方を調べることができる。そこで本研究では、対象者に日本語の文章（付録A参照）を  

与え、日本語で音読しながら思い浮かぶ思考内容を言語制限なしで発話してもらった。た  

だし、音読の際には読み方ばかりに気遣い、意味や文脈の理解まで至らないこともありう  
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るので、読み終わったら内容要約のテストがあることを事前に伝えた。その後、音韻連合  

に誤り、ポーズなどが現れた箇所について対象者に説明を求めた。最後に、タスク文の全  

ての漢語について、日本語音韻と韓国語音韻が既知であったかを聞いた後、日本語音韻を  

平仮名で韓国語音韻をハングルで書かせたうえ、内容要約テスト共に各漢語の例文を母語  

で作らせ、音韻連合と意味アクセスの成功可否を確認した。FIは他の直後に行った。  

2．2 調査対象者   

個々の例を探索的・解釈的に調べる本研究は、ミクロなレベルのデータが求められるた  

め、少人数を対象とする。本稿では、対象者6人のうち、タスク文を最も理解し、未知語  

の音韻推測についての報告が最も多いLのデータのみに絞ることにした。Lは、韓国の大  

学で理系専攻を2年生まで終え、東京内の日本語学校に在学している26才の男性である。  

来日して1年3ケ月が経ち、現在は中級クラスで日本語を学んでいる。調査の2ケ月前に  

日本語能力試験2級に合格し、背景調査での韓国語の漢字力テストでは4級1に判定された。  

2．3 データ分析   

録音されたmとFIはすべて文字化され、個々の未知語の音韻推測において何が辛がか  

りとされ、どのようなストラテジーが用いられたが分析された。推測の辛がかりとストラ  

テジーの分析は日本語教師経歴5年の韓国人1名（日本語教育修士号修得）の協力を得、筆  

者と2人で行った。なお、KLが日本語音韻を推測する際に、韓国語音韻が既知であれば、  

その韓国語音韻を通して日本語音韻を推測しようとすることはすぐ想像できる。よって、  

本稿では「両君語音韻が共に未知の場合」のみを分析の範囲とする。  

3．結果と考察   

調査時間はmが20分、FIが2時間半かかった。総48語の漢語のうち、両言語での未  

知語は20譜と報告された（付録参照）。その中で「韓国語音韻を先に推測し、その韓国語  

音韻から日本語音韻を推測したケース」が15語、「日本語音韻を先に推測し、その日本譜  

音韻から韓国語音韻を推測したケースjが2語、「韓国語音韻を先に推測し、日本語音韻  

の推測をあきらめたケース」が3語2である。ここでは、各ケースの例3をあげ、時間に沿  

って示したプロトコルをみていきながら、そのストラテジーとプロセスについて考える。  

3．1韓国語音親から日本語音親を推測したケース（15詩）  

3．1．1雨音話が正しく推湘できたケース（8許）の例1  

l韓国語の漢字力テストは、韓国の漢字能力検定試験から抜粋された。3故に合格すると、日本の常用漢  
字に当たる「韓国の教育用基礎漢字1馴0字」が重盗皇と、4級は750字～1000辛が塾生旦と期待される。  
2韓国語音韻を先に推測し、日本語音韻の推測をあきらめた3語は、阻検囲、教固である。  
3本稿の各例において、未知字は四角に囲まれた字、日本語音韻は平仮名、韓国語音韻はローマ字で表し  
た。r…」は5秒以内の沈黙を示す。なお、説明の便宜上、プロトコルには時間に沿って番号をつけた。  
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（カイヒ、HoePi）  

TA）カイ…伽n？カイグン？HoeGun？…ううん［沈黙】ああ、HoePi！これがPiなんだ。カイ…カイ…ヒナン！カイヒ！  

（1）ニの字（回）は知っている字です。3カイ（回）とか4カイ（回）とか…  

（2）この事（避）が読めなくて［中略］Gun（群）という字だと思いました。［中略］ほら、動物がいっぱい群れでいると…  

（3）この字（避）の日本語音はよく分からないですが、韓国語ではこの事（群）をGunと読んだ気がして…  

（4）例えば？［沈黙］Gun…Gun‥・Gunjung（群衆）とか、Gunjip（群集）とか…SilHeomGun（実験群）？  

（5）（それらの単語の漢字は）覚えていないんですよ。見てもバッと分からないし、勝手に読んだ後に自信ないし・‥  

（6）ただ、ここの部分（辟）がGun（群）という字で見たような気がしただけで‥・  

（7）カイグン？［笑い］あの‥・この事の日本騒が分からないから…日本語で勝手にグンと読んでみたんですよ  

（8）［笑い］韓国衛でGunだから…日本騒音と韓国静音は似ている時が多いでしょう？  

（9）（鄭：それで、知らない日本静音を韓国語音に似ているように発音してみたわけですか？）はい。  

（10）この時にはHoeGunがこの字（回避）の韓国語だと思ったから…カイグンって日本語で読んでもどういう意味か分か   

らないし‥・それで多分韓国語で読んでみたと思います。  

（11）韓国語ではHoeGunという単語はない気がして…それで、HoeGunが間違ったと思いました。  

（12）…HoeGunが違うから、この事（避）を他に何と読むか考えました。  

（13）うん‥用oeは確かだから・＝Hoeから始まる単語を探しました。  

（14）例えば、HoeJeon（回転〉、HoeSang（回想）、HoeSu（回収）など・・・  

（15）（漢字は）番けないです。見ても多分最初は読めなくて、ちょっと時間をかけて見れば分かるかも。  

（16）全都、どこかで見た漢字ですから。見たことのない漢字は山をはるしかないでしょう。  

（17）色々単語を言ってみて、内容に一番合うのを当ててみるんです。  

（18）内容的にトラブルを嫌がる、トラブルを避けるという意味にならなくちゃと思いましたね。  

（19）とりあえず、この場合には、まずHoeから始まる単簿をいっぱい探しましたね。そのうち、HoePi（回避）が浮かん   

だ時に、これだ！と思いました。他の単ぎ酌ま、思い浮かんでも、内容に合わないから…  

（20）HoePi（回避）がこの文の・・・ここの内容に合うから‥・  

（21）HoePi（回避）のPiだから韓国語音でしょう。  

（22）（鄭：ああ…Ho8Pi（回避）という単勝からこの事（避）の韓国語音がPiだと分かったということですか。）はい。  

（23）（「カイ…ヒ」って言っているのは）日本籍音です。  

（24）この事がPi（避）でしょう？PiNan（避難）のPi。［中略コPiNan（避難）は日本語でヒナンだから‥・それで、この事（避）   

の日本語音がとかなあと思いました。その時、この事（避）、日本語のヒナン（避難）を勉強する時に見た漢字だと思   

い出しました。［中略］今でも、（この事（避）がヒナンやPiNanの字なのが）正しいかどうかは分からないんです。  

（25）この字（避）が韓国語でPiで、ヒナンを覚える時にあった漢字のようだし…それで、とかなあと思ったんです。   

「回」の両言語音が既知で「避」の両言語音が未知であるLはまず也～6）で、「避」と「群」  

の字形を混同し、「避」を「群」の韓国語音であるGunと読んだ。その後（7～9）で、重恩  

語音韻から日本語音韻を推測する仕方を取り、韓国語音韻Gunを辛がかりに「避」の日本  

語音をグンと推測した。そこには、韓国語の漢語・漢字音と日本語の漢語・漢字音は発音  

上で似ているという先入観から、「未知字の韓国語音を意図的に真似た発音を、その日本語  

音として当てはめる（以下、韓国語音化）」ストラテジーが用いられた。しかし、Lからの  

データにおいてこのストラテジーは5回4報告され、成功例は1回しかない。よって、この  

ストラテジーは実際の漢語・漢字音に基づく根拠なく、主観的・即座的判断で行われるた  

め、失敗率が高いと考えられる。   

ところが、（10～11）で、幸いに誤りに気づき、推測された「避」の両言語音を放棄した。  

そこには、「回避」の韓国語音韻として推測されたHoeGunが韓国語では非単語だと判断  

したように、「推測した韓国語音韻が韓国語の心内辞書にある単語かを確認する（以下、韓  

4避：GⅥn＝グン（×）、針：C最m＝チン（×）、止：前＝ジ（×）、徒：Do＝ド（×）、指：Ji＝ジ（○）  
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国語の心内辞書の確認）」ストラテジーが用いられた。ここで注目したいのは、（7～9）で既  

に日本語音韻も推測されたにもかかわらず、（10～11）では語嚢判断のために韓国語音韻に  

スイッチングしたことである。この例以外にも語嚢判断は韓国語音韻で行われる例が多く  

報告されたことから、Lにとって語彙判断は韓国語のほうが楽であると分かる。   

その後（12～16）では、「避」の韓国語音の再推測を試みた。そこには、「回」の韓国語音  

Hoeから始まる韓国語の単語を検索したように、「先行・後続する字の韓国語音を頼りに  

韓国語の心内辞書を調べ、未知字の韓国語音として当てはめる（以下、韓国語による先後字  

頼りの検索）」ストラテジーが用いられた。しかし、ストラテジーは、HoeJeon（回転）、  

HoeSang（回想）、HoeSu（回収）などは放棄し、HoePi（回避）を選択した（17～22）からも分  

るように、「漢語の検索の際に文脈や文の内容にふさわしい漢語を選択し、未知語に当ては  

める（以下、文脈頼りの検索）」ストラテジーの助けを得る場合が多い。この例以外にも「韓  

国語による先後事頼りの検索」は「文脈頼りの検索」と同時に用いられた例が多い。   

その後（23～25）で、「避」の日本語音の再推測を試みた。そこには、「避」の韓国語音Pi  

を辛がかりに、音として既知の「Ⅰ）iNan（避難）＝ヒナン」という知識から「避」の日本語  

音をとと再推測したように、「音として既知の日本語の漢語から単漢字の日本語音を調べ、  

未知字の日本語音として当てはめる（以下、音としての日本語の漢語からの検索）」ストラ  

テジーが用いられた。Lは以上のように「回避」の両言語の音韻推測に成功した。  

3．1．2 雨音語が正しく推測できたケース（8語）の例2  

（ジドゥ、膿ong）  

TA）WonSaeng？・・・Won？・・・あ、WonA！…Won？…ううん…他のなになにの教育に…うん・・・こども・”A？A、そうだ、YukA  

うん。［沈黙］…こども…A…旭ong！［沈黙］Dong…ドゥプツ・‥イクジ、ジ…ジドゥ？うん、ジドゥ！  

（1）この単誇、最初は本当に全然わからなかった…  

（2）（最初、「WonSaeng」と言っているのは）家の近くの幼稚園でこの事（児）が番いてあったような気がして。  

（3）新しい子供を集めるという意味でね。それで、最初はWonSaeng（圃生）かなあと思ったんですよ。  

（4）もちろん（韓国語の単静です）。だけど、Saeng（生）はこの字（児）じやないのにすぐ気がついて。  

（5）WonSaeng（園生）でのSaengじやないから、Wonかなあと思ったんですけど、［中略］自身がなかったんですよ。  

（6）とりあえず、Wonが入る、子供という意味の単語を考えたら、WonA（園児）に思いついたんです。  

（7）幼稚園でこの事（児）を見たから、子供という意味の単語を探した。WonSaeng（圃生）をWonA（園児）とも言うし・・・  

（8）自身がないから、（文章を詐んで）この単語（児童）が内容上で子供の意味かどうか確濁してみたんです。  

（9）子供という意味は正しいけど、HakGyo（学校）、GyoYuk（教育）という単語を見てやはりWonA（園児）は違う気がした。  

（10）WonA（園児）は幼稚園の子供でしょう。HakGyo（学校）の子供は恥nA（園児）とは言わないから。  

（11）この事（児）、WonA（園児）のWonじやないから、Aかなあと思った。  

（12）この事（児）がAだと思ったら、何かこの事（児）、YukA（育児）で見たことを思い出しました。確かにこの事はYukA（育   

児）にあった字です。YukA（育児）のYukはGyoYuk（教育）のYukだから、これ（児）はAのはずです。  

（13）この事（児）がAだと思って、Aから始まる子供という意味の単語を考えたら、ADong（児童）が浮かびあがった。  

（14）正しいかどうか自身はないけど、たぷん合っていると思います。  

（15）（ADong（児童）の）字は分りません。だだ、A（児）だけは見たことがある気はしました。  

（16）この字（童）が韓国語でDongと読むから、日本語ではドゥと読むかなあと思いました。  

（17）韓国語のDor唱は日本語ではドゥと発音すると思います。DongMul（動物）はドゥプツでしょう。え…と・・・UnDong（連   

動）はウンドゥで…JaDongCha（自動車）はジドゥシヤだし・‥だから、これ（童）も多分ドゥだろと思いました。  

（18）ドゥプツなどのドゥはこの字（童）じやないんです。ウゴク（動く）で使う漢字でしょう？  

（19）この事（児）がある単語で…YukA（育児）って日本語でイクジというのをテレビでよく聞いているから…  

（20）（育児という漢字が）読めるかどうかは分かりません。とりあえず、YukA（育児）はイクジだということは分かる。  
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（21）イクジのイクはGyolruk（教育）のYukと同じ字だから、イクジのジがこの事（児）の日本語音だろうと思って  

（22）ジとドゥを 合わせて、ジドゥと貰ってみたんですね。そうしたら、結構日本漁らしいと思って…  

（23）［笑い〕私は、どこかで聞いたことがあるような寛がしたら、日本籍らしいと判断するんですよ。   

「児童」の全構成字の両言語音韻が未知であるLはまず（2～7）で、「児」に関するうろ覚  

えの記憶を手がかりに「児」の韓国語音の推測を試みた。「児」という字形を子供関係の単  

語で見たことを思い出し、最初は「児童」の韓国語音韻をWbnSaer噌（園生）と推測したが、  

すぐSaengの字が「児」の字形と異なることに気づき、Ⅵわnから始まる他の子供関係の  

単語を探り、「児童」の韓国語音をWbnA（園児）と推測した。そこには、WonSaeng（園生）  

やⅥhnA（園児）といった「音として既知の韓国語の漢語から単漢字の韓国語音を調べ、未  

知字の韓国語音として当てはめる（以下、音として既知の韓国語の漢語からの検索）」スト  

ラテジーが用いられた。   

ところが、（8～10）で、推測された「児」の韓国語晋を文脈を手がかりに放棄した。そこ  

には、WbIIA（園児）をタスク文に置き入れてWbm互（園児）が文脈にふさわしくないと判断  

し、WonA（園児）を放棄したように、「推測した漢語が文脈や文の内容にふさわしいかを確  

認し、放棄か選択する（以下、文脈の確認）」ストラテジーが用いられた。   

その後Lは（11～12）で、「育としての韓国語の漢語からの検索」を用い、「児」の韓国語  

音をAと当てはめた後、（13～15）で「韓国署引こよる先後字頼りの検索」と「文脈頼りの検  

索」を用い、「児蜜」の韓国語音韻をADong（児鹿）と推測した。   

やっと「児蛮」の韓国語音韻の推測に成功したLは（16～18）で、音として既知の  

「Do喝Mul働物）＝ドゥプツ」という漢語を根拠に「韓国語音Dong＝日本紆啓ドゥ」とい  

うルールを探し、「蛍」の日本語音にドゥを当てはめた。そこには、「単漢字の韓国語音に  

対応する日本静音を、未知字の日本語育として当てはめる（以下、韓国語音のルール化）」  

ストラテジーが用いられ、韓国語音韻から日本語音韻を推測する仕方が取られた。Lから  

のデータで、このストラテジーは7回5報告され、成功例は5回である。よって、このスト  

ラテジーは、実際の漢語・漢字音を根拠とするため、韓国語音化に比べ、成功率が高いと  

考えられる。しかし、このストラテジーでは、根拠として提示された単漢字（動、明、的…）  

と、日本語音の推測を目標とする単漢字（童、命、適‥・）の間には、字形上の共通点がない。  

ルール化の根拠が字形ではなく、韓国語音韻を基準に選ばれるからだと考えられる。その  

ため、「登校」のように、同じ韓国語音を持ち、異なる日本語音を持つ漢字群（例：校、教）  

においては誤りやすいと考えられる。また、ガッコウ（学校）という日本語が既知でも、「登  

校」をトウキョウと読んだことは、「学校」という漢語を字形と離れて、「韓国語音＝日本  

語・音」で単語として丸覚えしたことを示すと考えられる。   

その後Lは（19～21）で、「音として既知の日本語の漢語からの検索」を用い、「児」の日  

5童：Do工唱＝ドゥ：動物→○、命：Myeo工喝＝メイ：鋭明→0、適：Jeok＝テキ：目的→0、停：Jeong  

＝テイ：定食→○、摘：Jeok＝テキ：目的→○、妨：Bang＝ホウ：方向→×、校：Gyo＝キョウ：教育  

→×  
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本語音をジと推測した。やっと「児」の日本語音と「童」の日本語音の推測に成功したL  

は（22～23）で、ジとドゥを合わせたジドゥが今まで耳にしたことがあると判断し、「児童」  

の日本語音としてジドゥを選択した。そこには、「推測した日本語音韻が日本語の心内辞書  

にある単語かを確認する（以下、日本語の心内辞書の確認）」ストラテジーが用いられた。  

以上のような過程を経て、Lは「匝塾の両言語の音韻推測に成功した。   

3．1．3 韓国語のみが正しく推測できたケース（6語）の例  

寄（ボウガイ、BangHae）  

TA）…うん…Hae…ヒガイ、ガイ‥・うん…8ang？88ngHae？…授業ぬngHae‥イジメといった問題行動を・‥うん、BangHae！  

［沈黙コBang…ホウコウ‥・ホウ！ホウガイ？・‥ホウガイ。  

（1）これ（脊）はもう知っているんだけど、最初はこれ（妨）がよく分からなかったんですね。  

（2）piHae（被害）のHaeでしょう？PiHae（被害）の日本語がヒガイだと習う時に覚えた字です。  

（3）（この事（妨）は）初めて見た事なんで、知らないと思ったけど‥・よく見たら、ここが見えたので［中略］これ、こ   

この部分（方）。これは（韓国語で）Bangでしょう。  

（4）［笑い］これ（方）、日本語でよく見る字だから、易しい字ですよ。  

（5）この部分（方）がBangだから、この字（妨）もBamgだろうと思って…  

（6）（鄭：同じ部分を持つ漢字は、同じく発音されるということですか？）え、漢字は大体そうじやないですか？今ま   

で日本籍を勉強しながら、そういう場合を多く見てきたんですけどね。  

（7）（タスク文の一部をもう一回読んでいるのは）これ（妨）がBangだから、これ（妨害）がBa叩Haeになるので…内容的   

にBangHae（妨審）でいいのか確かめてみたんですよ。  

（8）（鄭：面白いですね、漢語は韓国語で読んでいますね。ほかは日本語で読んでいるのに ‥う［笑い］私、日本静を読   

んでも、何と読むかはっきり分からない漢字が出ると、結構、韓国語で読んでいるみたいです。  

（9）（鄭：韓国語で何と読むか分からない漢字でも？）え。大体…そのほうが、内容が分かるし、楽だし…  

（10）（「Bang…ホウコウ‥・ホウ！」と言っているのは）このBang（方）があるから、これ（妨）も8angだろうと思ったの   

で…Bangは日本語でホウと言う場合が多いから‥・  

（11）（韓国語の8angは日本語でホウと発音される。）たとえば、ホクコウ（方向）とか・‥ホウホウ（方法）とか…  

「害」の両言語音が既知で「妨」の両言語音が未知であるいままず（3～6）で、「妨」の字  

形を辛がかりに「妨」の韓国語音の推測を試みた。そこには、「妨」の字形から「方」を見  

つけ、「方」の韓国語音Bangを「妨」の韓国語音として当てたように、同じ部分を持つ漢  

字は同じく発音されるという知識から、「漢字の部品を分析し、その部品の音韻を未知字の  

音として当てはめる（以下、部品分析）」ストラテジーが用いられた。Lからのデータで「部  

品分析」は5回6報告されたが、部品分析は日本語で行われることなく、全てが韓国語によ  

る部品分析である。そのうち、音符が分析され例は4回、義符が分析され例は1回である。   

その後（7～9）で、「文脈の確認」を用い、「妨害」の韓国語音韻をBangHaeと確かめた  

後、（10～11）で、「妨」の韓国語音Bangを手がかりに「妨」の日本語音をホウと推測した。  

そこには、「妨‥Bang＝ホウ：方向」という「韓国語音のルール化」が用いられ、塵国造  

音韻から日本語音韻を推測する仕方が取られた。しかし、「妨：Ba喝＝ホウ：方向」とい  

う韓国語音のルール化は誤りであり、結局、Lはこのストラテジーによって「妨害」の日  

本語音韻の推測に失敗した。この例からも分かるように、「同じ音符と同じ漢字音を持ち、  

6妨伯ang）から方（Bang）を分析、爆伊ok）から暴伊0めを分析、校（Gyo）から交（qyo）を分析、徒の0）から走  
（Jll）を分析、針（Cbim）から金（G飢1m）を分析  
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日本語音が異なる漢字群（例：妨、方）」においては日本語音韻の推測に誤りやすいと考え  

られる。以上のような過程を経て、Lは個害」の韓国語音韻の推測に成功し、日本語音  

韻の推測に失敗した。  

3．1．4 雨音語が正しく推測できなかったケース（1語）の例  

（キツエン、KkigYeon）  

TA）ケムリ、Yeon・・・GeumYeon？…HeubYeon？［沈黙］PongNyeokや何とかYeonなど‥・うん…イジメといった問題行動を  

H飢1bYeon？・‥分からない。  ・開襟行動？HeubYeon？…ううん、GeumYeon・・・GeumYeon、間博行動？・・ヰンエン‥・［沈黙］   

（1）［笑い］本当にびっくりしました、この事（喫）を見て、最初軋［中略］全然見たことがない…［笑い］  
（2）（Y¢Onと言ったのは）もちろん韓国乳 日本籍ではYeonという発音はないでしょう。日本籍だとエンかなあ。  

（3）この事（煙）ね、習ったんですよ、日本語の時間に。日本語でケムリだと。知っている字。  

（4）ケムリは韓国語ではY即nGiでしょう。GeumY即n（紫煙）とか、HeubYeon（吸煙）とかの…  

（5）この事（喫）が何だろうか分からないので、とりあえず、Yeonの含む単静を貰ってみたんですね。  

（6）GeumYeon（額煙）とHeubYeon（吸煙）は、何だかこの事（喫）と異なる気がしで‥  

（7）（GeumYeon（紫煙）のGeumとHeubYeon（吸煙）のHeubをどう番くかは）分からないけど、たぶん統めると患います。  

（8）（鄭：それで、それらの字（紫、吸）がこの事（喫）とは異なると思えたんですね？）はい。  

（9）（文車をもう一度統んでいるのは）Y紺n（煙）の含む単醇はG¢mY印n（紫煙）とHeubY㈹n（吸煙）しか思い浮かばなかり  

たので、その中でどっちが内容に合うか決めるために・‥  

（10）ここで閉館行動と貰っているから、内容的にはH8ubY◎On（吸煙）が正しいですけど…  

（11）だけど、この事（喫）、どうも鮎ubYeon（吸煙）の宰じやないんだよね‥・どちっかというと、♯煙に似ているかなあ  

（12）これ（喫煙）は鮎ubY輔n（吸煙）とは辛が逢うから、また鎚皿Y帥n傑煙）かなあと迷っちやっていますれ［笑い］  
（13）日本評の時間にGeumJi（額止）を習ったんですけど…G8um（耗）はこれ（喫）と似ているような気もするし・‥  

（14）とりあえず、いったん、G¢umYeon（嬢燵）だと決めて…G8皿Y即n（紫煙）は日本静でキンエンだから…  

（15）（GeumYeon（紫煙）が日本語でキンエンなのは知っている）レストランでいつも紫煙席ですかと聞かれるから…  

（16）キンエン（楽煙）を最初レストランで聞いた時、キンエン（禁煙）のキンがキンシ（郊止）のキンだとすぐ推測できた  

から、キンよン（蕪煙）がすぐ覚えられたんですれ  

＝7噂と迷？て∵華周、冬草らめ卑し鞍   

「煙」の雨音語音が既知で「喫」の雨音語膏が未知であるLはまず（5～10）で、「韓国語に  

よる先後字頼りの検索」を用い、GeumY如n（禁煙）とHeub協on（吸煙）を探した後、「文脈  

頼りの検索」を用い、「喫煙」の韓国語音韻としてHe11bYもon（吸煙）を当てはめた。ところ  

が、（11～14）では、字形上で「喫」と「禁」が似ていると混同し、r喫煙」の韓国語音韻を  

Geum協on（禁煙）に変えた。「喫」の韓国語音をいったんGenm（禁）と決めたLは（14～16）  

で、先に喫煙（GeumYbon）を韓国語音韻で読み、字形とは別に音として既知の  

「GeⅥ血髄on（禁煙）＝キンエン」という知織から、「喫煙」の日本語音韻をキンエン（禁煙）  

と当てはめ、韓国語音韻から日本語音韻を推測する仕方を取った。そこには、「未知語の韓  

国語音韻に対応する、音として既知の日本語の漢語を、未知語の日本簿音韻として当ては  

める（以下、韓国語の漢語のルール化）」ストラテジーが用いられた。このストラテジーに  

は、日本語音韻の推測に日本語の漢語のみが利用されるのではなく、字形と日本語音韻の  

間に普段ハングルで表記される「音としての韓国語の漢語」が介入されることが分かる。  

Lからのデータでこのストラテジーは5回7報告され、喫煙の以外の例は日本語音韻の推測  

7喫煙：GeumⅥ氾n＝＝キンエン、文部省：Mun凱鮎0喝＝モンプショウ、処分：CbeobⅥn＝ショプン、  

暴力：Poknyeok＝ボウリョク、改正：GaeJeong＝カイセイ  
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に成功した。そのうち、「文部省」は韓国語の漢語でもないのに、「MunB11Seon官＝モンブ  

ショウ」のように、このストラテジーが用いられ、日本語の漢語を字形と別に韓国語音韻  

を媒介として記憶しようとする傾向の可能性が示された。ところが、（17）で、「文脈の確認」  

を用い、推測された「喫煙」の両言語音韻を放棄した。やはり内容上でGeum「ゐon（禁煙）  

は違うと判断し、最終的には「喫煙」の両言語音韻をあきらめてしまった。しかし、Lは  

FIに行われたテストで、「喫煙」の意味を「タバコを吸う」と正しく書いたので、音韻推  

測には失敗しても意味には正しくアクセスしたと判断される。   

以上のような過程を経て、Lは「囲煙」の両言語音韻の推測に失敗した。失敗の理由と  

しては、現在の韓国語では「Kk短協on（喫煙）」はあまり使われず、HeubY如n（吸煙）が使  

われるため、Lの韓国語の心内辞書には「Kkig協on（喫煙）」がないからだと考えられる。  

よって、「喫煙」の韓国語音韻としてGeum「由on（禁煙）とHeubY占on（吸煙）しか検索でき  

なかったLは、字形上の手がかりと文脈上の辛がかりがかち合うため、韓国語の音韻推測  

に戸惑ってしまい、日本語の音韻推測にも失敗したと考えられる。  

3．2 日本譜音韻から韓国語音韻を推測したケース（2語）  

3．2．1雨音漕が正しく推測できたケース（1語）の例  

（ギム、UiMu）  

TA）うん‥・ギ、ギ…うん・・・ギノウ‥ぜム…ギム？…うん、UiMuGyoYuk（義務教育）？うん、UiMu！・‥ギム。  

（1）（最初、「うん・‥ギ、ギ」と言っているのは）この事（義）のことです。  

（2）（この事（義）を）日本語で（読んでいます。）…この事（義）、知っていますよ。カイギ（会議）のギでしょう？  

（3）これ（義）がギなのは知っているけど、これ（務）は（日本語でも韓国語でも）何と改むか分からないから・・・  

（4）これ（義）がギだから・・ぜで始まる（日本語の）単語を言ってみたんですね。（それで、ギノウとギムを貰った。）  

（5）（ギノウとギムの漢字は）分からないと思います。ただ、多く耳にした単語だから、覚えているだけです。  

（6）ギノウ（技能）は・・・GiSul（技術）という意味の・・・UnJeonGiNeung（運転技能）とか・・・  

（7）ギム（義務）は…JaYu（自由）とUiMu（義務）ということのUiMu（義務）で…  

（8）内容的にギノウ（技能）より、ギム（義務）の方が合っているような気がして…  

（9）それで、文章をもうd回見たら、UiMuGyoYuk（義務教育）と番いてあったから、UiMu（義務）が正しいと思いました。  

（10）uiMu（義務）は日本静でギム（義務）と言うのをよく耳にして、覚えている。  

（11）（鄭：つまり、UiMu（義務）はギム（義務）だという風に、すでに覚えているということですね？）はい。  

（12）（鄭：でも、面白いですね。UiMu（義務）をギム（義務）と、ずっと日本語で言っていたのに、文章をもう一回離みな   

がら内容を確認する時には、UiMu（義務）と急に韓国語で読みましたよね。）え？［笑い］はい。  

（13）（鄭：ご自分も気がつきましたか？）いいえ。…でも、私、内容を考える時には結構韓国語に変わるんですよ。   

「義務」の全構成字の両言語音韻が未知であるLはまず（1～2）で、「義」の字形を「諌」  

と混同し、「義」の日本語音をギ（議）と推測したが、幸いに「義」と「議」の日本語音が同  

じで、「義」の音韻推測には成功した。Ⅰ．からのデータで未知語に遭遇した際には通常、韓  

国語の音韻推測が先に試みられたが、「義務」の場合に日本語の音韻推測が先に試みられた  

ことは例外的である。   

「義」の日本語音を推測した後には（3～7）で、「義」の日本語音ギを辛がかりにギから始  

まる日本語の単語を探り、ギノウ（技能）とギム（義務）を検索した。そこには、r先行・後続  
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する字の日本語音を頼りに日本語の心内辞書を調べ、未知字の日本語音として当てはめる  

（以下、日本語による先後字頼りの検索）」ストラテジーが用いられた。Lからのデータに  

おいて、先後字頼りの検索は通常、韓国語によって韓国語の漢語が検索されたが、「義務」  

の場合のように日本語によって日本語の漢語が検索されたことは例外的である。   

ギノウ（技能）とギム（義務）を検索した後には（8～9）で、「文脈の確認」を用い、「技能」  

より「義務」のほうが文脈にふさわしいと判断し、「技能」を放棄し、「義務」を選択した。  

ただし、（10～11）からみると、「技能」と「義務」をタスク文に置きいれる前に、音として  

既知の「ギノウ（技能）＝GiNeungJや「ギム（義務）＝UiMu」という知識を辛がかりに、  

ギノウ（技能）とギム（義務）をGiNeung（技能）とUiMu（義務）という韓国語音韻にスイッ  

チングしたと考えられる。そこには、日本語音韻から韓国語音韻を推測する仕方が取られ、  

「未知語の日本語音韻に対応する、音として既知の韓国語の漢語を、未知語の韓国語音韻  

として当てはめる（以下、日本語の漢語のルール化）」ストラテジーが用いられた。Lから  

のデータで漢語のルール化は、韓国語音韻から日本語音韻を推測する「韓国語の漢語のル  

ール化」が主に用いられたが、「義務」の場合には、日本語音韻から韓国語音韻を推測する  

「日本語の漢語のルール化」が用いられた。  

以上のような過程を経て、Lは「義囲」の両言語音韻の推測に成功した。この「凝務」  

の例は、2つしかない「日本語青線から韓国語音韻を推測したケ｝ス」の1つであり、他  

の報告例と異なる例外的な推測仕方が多く報告された。  

3．2．2 韓国語のみが正しく推測できたケース（1語）の例  

蕊（シンチョウ、SinJu叩）  

T＾）うん？Gu？…GuJung？［沈黙］シャシン！シン？うん・‥Jin、JinJung？うん・・・Jin‥・Sin？SinJung？・・・ああ、SinJung！  

…ジュウダイ・・・シンジュウ…うん、シンジュウ。  

（1）［笑い〕この字（憐）ね、最初はGu（具）だと思いました。［中略］ほら、GaGu（家具）のGu。  

（2）だって、GuJung（異変）という韓国語はないでしょう？  

（3）これ（盤）はJungで確かだから。重いという意味の。［中略］でも、GuJung（具重）という単静はないですからね。  

（4）いきなり、この事（燐）が（日本静の）シャシン（写真）のシンだと寛がつきました。  

（5）これ（燐）が日本語でシンだから、韓国語ではJinと統むなあと思って…  

（6）日本籍でシンと発音するのは、韓国語では大体Jinと発音する場合が多いから・‥  

（7）例えば、シャシン（写真）はSaJinだし…うん…シンガク（進学）はJinHakだし…  

（8）だけど、JinJung（貴重）って、またおかしいなあと思って…  

（9＝inJung（真重）って聞いたことないし…この事（僕）、Jinじやないかもと思いました。  

（10＝inJung（真玉）じやないかもと思った時に、急にSinJung（慎重）かもと思いましたよ。  

（ll）だって、同じくJung（重）で終わるし、JinとSinは発音が似ているL・‥ぱっとSinに思いつきました。  

（12）sinJung（慎重）って言葉になれるし［中略］（韓国語で）SinJung（慎重）に考えるとか貰うでしょう？  

（13）このJung（重）を日本静で統もうとしている。［中略］大事という意味のジュウダイ（重大）にこの事（重）がある。  

（14）ニジュウ（二重）、サンジュウ（三重）の時にもこの事（重）があるし…   

「重」の韓国語音が既知で「慎」の両言語音が未知であるLはまず（1～2）で、「慎」の字  

形を韓国語のGaGu（家具）の「具」と混同し、「慎重」をGuJung（具重）と読んだが、その  

－81－   



後（2～3）で、「韓国語の心内辞書の確認」を用い、GuJun嘗（具重）を放棄した。その後（4）  

で、「憤」の字形を日本語のシャシン（写真）の「真」と混同し、「憤」の日本語音をシンと  

推測した。このように（1～4）にかけては、いきなり、Gu（具）からシン（寅）と、韓国語から  

日本語へのスイッチングが見られる。  

「慎」の日本語音を推測した後は（5～7）で、軒本譜音韻から韓国語音韻を推執する仕互  

を取り、「慎」の日本語音シンを手がかりに「慎」の韓国語音の推測を試みた。すなわち、  

音として既知の「シャシン＝SaJin（写真）」の漢語を根拠に「日本語音シン＝韓国語音Jin」  

というルールを探し、「慎」の韓国語音にJinと当てはめた。そこには、「単漢字の日本語  

音に対応する韓国語音を、未知字の韓国語音として当てはめる（以下、日本語音のルール  

化）」ストラテジーが用いられた。このストラテジーは日本語音韻から韓国語音韻を推測す  

る仕方の1つであり、Lからのデータでは「慎重」の場合のみに報告された。ところが、  

「慎」と「真」は同じ音符と同じ日本語音を持っが、韓国語音は異なるため、「慕」の日本  

語音を根拠とした日本語音のルール化によって「慎」の韓国語音を推測した結果、誤った  

韓国語音が推測された。   

しかし、「慎」の韓国語音をJinと誤ったLは率いに（8～9）で、「韓国語の心内辞書の確  

認」を用い、JinJung（其＋重）が韓国語の単語ではないと判断し、Jin（真）を放棄した。L  

からのデータで、韓国語音韻が推測された後には通常、確認が行われたので、このように  

「同じ音符と同じ日本語音を持ち、異なる韓国語音を持つ漢字群における韓国語音韻の推  

測」は、3．1．3に述べた「同じ音符と同じ韓国語音を持ち、異なる日本語音を持つ漢字群（例：  

妨、方）における日本語音韻の推測」に比べ、誤りに気づきやすいと考えられる。   

その後Lは（10～12）で、「韓国語による後続字頼りの検索」と「心内辞書の確認」を用い、  

「慎」の韓国語音の再推測を試み、「慎」の韓国語音をSinと決めた。その後（13～14）で、  

「音として既知の日本語の漢語からの検索」を用い、ジュウダイ（重大）やニジュウ（ニ重）  

などの日本語の漢語から、「重」の日本語音をジュウと推測してしまった。この後、「日本  

語のJL、内辞書の確認」は行われなかったため、誤りは修正されなかった。   

Lは、以上のような過程を経て、2つしかない「日本語音韻から韓国語音韻を推測した  

ケース」の1例である層匝」の音韻推測において、韓国語音韻の推測に成功し、日本語  

音韻の推測に失敗した。ところが、両言語音韻の未知字である「慎」のみを考えると両言  

語音の推測に成功したとも言えるだろう。  

4．推測ストラテジーとプロセス   

本調査は日本語文の音読というタスクを与え、両言語音韻が未知の場合における日本語  

音韻の推測ストラテジーを調べるものである。ところが、3節の例からも分かるように、  

日本語音韻の推測を目標としているにもかかわらず、日本語音韻の推測ストラテジーだけ  

ではなく、韓国語音韻の推測ストラテジーも数多く用いられている。それは、両言語音韻  

の未知語の場合は字形から確かな音韻情報を得ることができないため、日韓言語の近い「語  
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嚢間距離B」を利用し、3節の例から分かるように、まず未知語に当たる「音として既知の  

韓国語の漢語」を検索し、その韓国語の漢語の音韻を辛がかりに日本語の漢語の音韻を探  

ろうとするからだと考えられる。   

つまり、ある未知語の日本語音韻を選択・放棄するまでの大きなプロセスがあり、その  

大きなプロセスを構成するサブ・プロセスがいくつかあるとしたら、本調査で報告された  

韓国語音韻の推測ストラテジーはそのサブ・プロセスの1つとして考えられるだろう。4  

節では、Lからのデータ（20語）を基にそのようなサブ・プロセスについて考える。   

3節に挙げた例からも分かるように、本調査で報告された音韻推測ストラテジーには、  

「字形に日本語音韻を当てるもの（以下、CJルート）」、「字形に韓国語音韻を当てるもの（以  

下、CKルート）」、「韓国語音韻から日本語音韻を推測するもの（以下、KJルート）」、「日  

本語音韻から韓国語音韻を推測するもの（以下、JKルート）」がある。CJルートには音と  

して既知の日本語の漢語からの検索、日本語による先後事締りの検索、日本語の心内辞書  

の確認が属し、CKルートには部品分析、音として既知の韓国語の漢語からの検索、韓国  

語による先後事頼りの検索、韓国語の心内辞書の確認、文脈頼りの検索が属する。また、  

KJルートには韓国語の漢語のルール化、韓国語音のルール化、韓国語音化が属し、JKル  

ートには日本語の漢語のルール化、日本語音のルール化が属する。   

この4つのうち、CJルートとⅩJルートは日本語音韻を推測するためのサブ・プロセス  

であり、CKルートとJKルートは韓国語音韻を推測するためのサブ・プロセスである。  

そして、この4つの推測ルートが組み合わせられ、未知語の日本語音韻を推測する大きな  

プロセスを構成すると想定できる。例えば、「日本語音韻を推測してから、その日本譜音韻  

を通して韓国語音韻を推測するプロセス」はCJルートとJKルートからなり、「韓国語音  

韻を推測してから、その韓国語音韻を通して日本語音韻を推測するプロセス」はCRルー  

トとⅩJルートからなると言える。また、「日本語音韻を推測した後、それと別に韓国語音  

韻を推測するプロセス」はCJルートとCKルートからなり、「韓国語音韻を推測した後、  

それと別に日本語音韻を推測するプロセス」はCKルートとCJルートからなると言える。   

なお、本調査で報告された音韻推測ストラテジーは「何を手がかりにしているか」によ  

って「日本語情報、韓国語情報、字形情報、文脈情報」9に分類できる。各ストラテジーが  

何を辛がかりとするかは3節の各例を通して説明してある。以上を【表1】にまとめた。  

8カイザー（2000）は2つの言語を語粂レベルで比較するには「文字間距離（ortbogTapbicdistance：  

Koda1966）」以外、同起源の語彙・形態素がどの程度存在するか、外来語をどの程度共有しているかなど  

が考えられると述べた。本研究ではカイザーに倣い、LlとL2の語彙が同起源の語彙・形態素、外来語  

を共有する線度を「語彙間距離」とする。  

9本調査で推測の辛がかりとなった情報（以下、推測情報）は、漢字・漢語の字形・青線・意味という3要  

因からみると、「字形、意味、韓国語音韻、日本語音韻」に分類できる。ただし，対象者の報告をデータ  

とする本研究では、対象者の認識上で明らかに字形や意味が関わっている「部品分析」や「文脈や文の内  

容」に結びつく情報以外は、字形や意味が関わったかどうかを判断しにくい限界がある。よって、本研究  

では、部品分析に結びついた情報を「字形情報」に、文脈や文の内容に結びついた情報を「文脈情報」に、  

字形や意味の介入を判断しにくく手掛かりとなった音韻が韓国語なら「韓国情報」に、字形や意味の介入  

を判断しにくく手掛かりとなった音韻が日本語なら「日本語情報」に分類した。  
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【表1】音韻推測のサブ・プロセスと音韻推測のストラテジ｝  

ストラテジー   報告数川   

日  

本語音を調べ、未知字の日本語音として当てはめる  

本   

簿  簿  調べ、未知字の日本語育として当てはめる  

③日本語の心内辞書の確認：推測した日本語音韻が日本語の心内辞書にある単語かを確認する  3回  
音  

Ⅹ  韓  ⑥韓国語の漢語のルール化：未知語の韓国語音掛こ対応する、音として既知の日本語の漢蘭を、  4回  

親  

の  諏   

てはめる  

推  ⑥韓国語音化：単漢字の韓国経音を真似た発音を、未知字の日本語育として当てはめる   5回   

測  

韓  5回  

国  

語   韓  

音  国語音を調べ、未知字の韓国語音として当てはめる  

親  国   

の  
静  調べ、未知字の韓国語育として当てはめる  

⑲韓国語の心内辞番の確認：推測した韓国語音韻が韓国静の心内辞番にある単静かを確終する  11回  
推  

測  文  7回  

脈   12回  

J  日  ⑬日本籍の漢語のルール化：未知静の日本語音韻に対応する、音として既知の韓国語の漠静を、   1回  

Ⅹ  本  

静   

てはめる  

【表1】と実際の報告例からは、以下のことが分かる。  

（1）日本語音韻の推測には計27回のストラテジーが、韓国語音韻の推測には計57回の  

ストラテジーが報告された。つまり、日本語音韻の推測より、韓国語音韻の推測のほうに、  

数多いストラテジーが用いられた。  

（2）日本語音韻の推測には日本語情報と韓国語情報のみが報告されたが、韓国語音韻の  

推測には日本語情報と韓国語情報のみならず、字形情報と文脈情報も報告された。つまり、  

字形情報と文脈情報は韓国語音韻の推測のみに報告された。よって、韓国語音韻の推測に  

は字形情報、文脈情報が明らかに影響していることが示された。実際の報告例においても、  

「回避」などの例のように「韓国語による先後事梼りの検索（韓国語情報）」は「韓国語の  

心内辞書の確認（文脈情報）」と同時に行われる場合が多く観察できる。  

（3）韓国語音韻の推測における推測情報の割合は韓国語情報（約35．1％）、文脈情報（約  

10ストラテジーの報告数を数える際には、ある1つの未知語につき、同じストラテジーが用いられても、  

異なる音韻が連合されると1回と数えられた。例えば、「例2（児童）」の音韻推測において、「児童」に  

WomSa帥g（園生）が連合された時に⑧「育として既知の韓国語の漢語からの検索」を1回と数え、また「児  

童」にWonA（園児）が連合された時に⑧「音として既知の韓国語の漢語からの検索」をもう1回と数えた。  
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33．3％）、字形情報（約8．8％）、日本語情報（約3．5％）の順序であり、日本語音韻の推測に  

おける推測情報の割合は韓国語情報（約63．0％）、日本語情報（約37．0％）の順序である。つ  

まり、韓国語音韻の推測においては日本語情報の割合が一番低い反面、日本語音韻の推測  

においては韓国語情報の割合が一番高い。このように、両言語音韻の推測において韓国語  

情報の報告が一番多いことは、字形情報から直接音韻を推測することができず、字形に音  

韻を当てる際に韓国語情報で補おうとしたからだと考えられる。  

（4）各推測ルートのそれぞれには「検索一確認一修正一連択・放棄」という推測段階が  

あると想定できるが、日本語音韻の推測における確認（3回）の割合は約11．1％である反面、  

韓国語音韻の推測における確認（23回）の割合は40．3％である。つまり、日本語音韻の推  

測より、韓国語音韻の推測のほうに、確認の割合が高かった。また、日本語音韻の推測に  

おける確認には日本語情報のみが求められたが、韓国語音韻の推測における確認には韓国  

語情報と文脈情報が求められた。実際の報告例においても、韓国語音韻が検索された後に  

は、韓国語の心内辞書や文脈を辛がかりに確認が行われた例は数多くあるが、日本語音韻  

が検索された後には確認が行われた例が珍しいほど少ない。よって、韓国語音韻の推測過  

程では、日本語音韻の推測過程でより、誤りに気づき、修正しやすいと考えられる。  

（5）JKルートの報告数（2回）より、ⅩJルートの報告数（17回）のほうが圧倒的に多い。  

実際の報告例においても、「韓国語音韻を先に推測し、その韓国語音韻から日本語音韻を推  

測したケ｝ス」が16語、「日本語音韻を先に推測し、その日本譜音韻から韓国語音韻を推  

測したケース」が2語である。特に、KJルートに用いられたストラテジー（韓国語の漢語  

のルール化、韓国語音のルール化、韓国語音化）は、韓国語の漢語や漢字音と日本語の漢語  

や漢字音との単語・音節レベルでの対応関係を探ろうとするものである。よって、韓国語  

音韻の未知の場合においても、育として既知の韓国語の漢語に擦り、韓国語音韻を通して  

日本語音韻を推測しようとする傾向の可能性が示唆された。  

5．終わりに   

本研究は、Think・aloud法とFonow－uPInterview法を用い、韓国人日本語学習者であ  

るLに日本語テキストを音読してもらい、雨音語音韻の未知である日本語の漢語に遭遇し  

た際にどのように日本語の音韻を推測していくかを、個々の例を眺めて探索的・解釈的に  

調べたケース・スタディーである。   

その結果、Lは両言語音韻の未知である日本語の漢語について、先に韓国語音韻を推測  

し、その韓国語音韻から日本語音韻を推測する過程を経ることが圧倒的に多かった。その  

韓国語音韻から日本語音韻を推測する過程には、「韓国語の漢語のルール化」、「韓国語音の  

ルール化」、「韓国語音化」など、音として既知の韓国語の漢語に頼り、韓国語音と日本語  

音の関係を探ろうとするストラテジーが用いられた。韓国語音韻と日本語音韻の対応関係  

においては、単漢字に一字一字音を与えて覚えるか、個々の音素の対応関係で覚えるより、  

「韓国語の漢語音＝日本語の漢語音」のように単語ごとに丸覚えするか、「韓国語の漢字音  
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＝日本語の漢字音」のように晋節ごとに丸覚えする傾向が見られた。   

Lからのデータのみであるため、まだ一般化はできないが、L以外の5名の対象者から  

も同じような傾向が見られたので、KLは両言語音韻が未知である書記漢語の音韻推測の  

ために、韓国語音韻が未知の場合におヤ、ても、まずは未知語にあたる韓国語の漢語を推測  

し、その韓国語音韻から日本語音韻を推測する傾向がある可能性が示唆された。今後、調  

査対象者を増やした量的調査を通して、その傾向を検討する必要があるだろう。  

【付録A：タスク文と未知語】  

現在、学校教育法の第26条には、「他の濾東の教育にさまたげがあると艶める児童がある時は、その保護者に対して、  

児童の出席藤此を殉ず串ことができる」とあり、女鹿省も必要に応じてこれを適用するようにうながしていた。ところ  

が、小中学校の現場では、義務教育なのに衰校させないことに対する慎重論や保護者とのトラブル匝連のため、出席停  

止処分まで下すことは少ながった。そこで、最近、文部省は、暴力や喫煙などの授業妨害及び悪質なイジメといった問  

題行動を起こす隼韓や児童に対して、出席停止などの対応を強化する方針を固め、学校教育法の寧葦を掛対している。  

一方、一線の榊からは、そうした生徒の家庭に保護能力が欠けていたらどうするのか、義務教育だからこそ、学校側  

の責任が玉大であるという抱擁もある。（網掛け静：雨音簿の音親が未知である漢語）  

【付録B：未知語の音韻推測の結果】   

＼  時国簿  日本浄   ＼  韓国語   日本籍  韓国語   日本籍   

回南   ○   ⊂）   正   ○   ○   詔・監；J   ×：？Yeon  ×：？コニン   

匝或  ○   ⊂）   奮   ○   ×：ホウガイ  ×：？   ×：？   

同ずる  ○   ○   軌止   ○   ×：ティジ   検困   ×：GeomGye  ×：ケン？   

文師萄  （⊃   ○   方師   ○   ×：ホウチン   教囲  ×：GyoRoll  ×：キョウロン   

分  ○   ○   生  ○   ×：セイド   匪珂  ○   ○：ギム   

力  ○   ○   指圃   ○   ×：ジテキ   同重  ○   ×：シンジュウ   

囲用  ○   ○   壁間   ○   ×：トウキョウ  ○：音親推測の成功、×：音韻推測の失敗   
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